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に
言
わ
れ
た
と
の
笑
い
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
本
土
で
は
多
く
の

人
々
が
す
で
に
忘
れ
は
じ
め
て
い
る
風
習
・
伝
承
を
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
と
と
も
に
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
石

敢
當
の
よ
う
な
風
習
の
保
存
を
博
物
館
で
は
な
く
、
日
常
に
お
い
て
い

つ
ま
で
も
保
存
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

巻
末
、
県
別
に
掲
載
さ
れ
た
全
国
社
寺
仏
閣
、
神
話
伝
説
の
伝
承
地

一
覧
表
を
見
る
と
、
関
西
圏
は
別
に
し
て
、
東
日
本
、
九
州
、
四
国
に

点
在
す
る
伝
承
地
は
全
く
知
ら
な
い
所
も
多
く
、
ぜ
ひ
と
も
訪
れ
た
い

伝
承
地
の
多
さ
に
お
ど
ろ
い
た
。

こ
の
害
は
ま
さ
に
全
国
の
神
話
伝
説
の
民
間
伝
承
地
・
史
跡
案
内
で

あ
る
。
学
会
や
余
暇
の
旅
行
前
に
、
一
読
す
れ
ば
旅
先
の
道
指
南
（
し

る
べ
）
に
な
り
、
す
ば
ら
し
い
旅
の
思
い
出
と
な
る
こ
と
に
ち
が
い
な

い
。
一
読
を
お
薦
め
す
る
と
と
も
に
書
架
に
置
い
て
い
つ
で
も
旙
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

（
奥
沢
服
正
）

〔
勉
誠
出
版
、
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
’
八
’
三
六

一
二
九
’
九
○
一
二
、
二
○
○
三
年
一
○
月
一
○
日
、

○
頁
、
七
八
○
○
円
〕

太
川
安
雄
符

「
太
田
雄
寧
傳
」

本
耆
は
明
治
十
年
に
創
刊
さ
れ
た
東
京
医
事
新
誌
の
創
刊
者
太
田
雄

電
話
○
三
Ｉ
五

Ａ
五
判
、
五
六

寧
の
伝
記
で
雄
寧
の
曾
孫
太
田
安
雄
氏
（
東
京
医
科
大
学
名
誉
教
授
、

眼
科
学
）
の
執
筆
で
あ
る
。
著
者
宅
に
は
多
く
の
資
料
、
文
献
、
参
考

書
、
写
真
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
そ
の
多

く
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
肝
心
の
東
京
医
事
新
誌
は
創
刊

号
か
ら
昭
和
十
五
年
ま
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
残
余
の
資
料
を
収
集
さ

れ
、
本
書
の
上
梓
が
成
っ
た
。
明
治
期
の
医
事
雑
誌
を
書
誌
学
的
に
研

究
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
得
難
い
伝
記
で
あ
る
。

太
田
雄
寧
の
略
歴
は
、
嘉
永
四
年
一
月
十
八
日
武
蔵
川
越
の
豪
農
滝

島
新
右
衛
門
長
男
宗
貞
の
長
男
と
し
て
出
生
、
父
は
文
久
三
年
清
水
徳

川
家
侍
医
太
田
昌
意
の
後
を
継
承
す
る
。
雄
寧
は
元
治
元
年
松
本
良
順

の
蘭
学
塾
に
入
門
す
る
。
慶
応
二
年
幕
府
医
学
所
に
入
門
、
明
治
五
年

軍
医
寮
に
出
仕
、
同
年
十
二
月
私
費
で
米
国
留
学
し
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
製
薬
学
校
で
化
学
、
製
薬
学
を
修
学
す
る
。
同

七
年
帰
国
し
愛
媛
県
立
医
学
校
長
と
な
る
。
任
期
満
了
し
東
京
に
帰
る
。

同
十
年
二
月
二
十
五
日
医
学
専
門
雑
誌
「
東
京
医
事
新
誌
」
を
創
刊
す

る
。
同
十
四
年
七
月
十
八
日
ブ
ラ
イ
ト
氏
腎
臓
炎
で
死
去
、
享
年
三
十

一
歳
。雄

寧
死
去
後
、
雄
寧
の
蘭
学
の
師
松
本
良
順
が
編
集
局
長
と
な
っ
て

東
京
医
事
新
誌
は
廃
刊
す
る
こ
と
な
く
、
継
続
刊
行
さ
れ
た
。
本
誌
は

昭
和
十
五
年
戦
時
下
の
雑
誌
統
制
に
よ
り
、
他
誌
と
併
合
し
、
三
一
九

八
号
よ
り
「
日
本
医
学
及
健
康
保
険
」
に
誌
名
変
更
し
、
同
一
八
年
「
日

本
医
学
」
に
誌
名
変
更
、
一
時
休
刊
と
な
る
が
、
同
二
十
五
年
よ
り
東

京
医
事
新
誌
の
復
刊
と
な
る
。
同
三
十
五
年
七
十
七
巻
十
二
月
号
を
も

っ
て
、
編
集
発
行
人
大
島
盛
一
の
死
去
で
後
継
編
集
人
な
く
遂
に
廃
刊
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の
運
命
と
な
っ
た
。
実
に
八
十
余
年
に
わ
た
る
最
長
の
医
事
雑
誌
と
し

て
、
後
世
に
そ
の
名
を
刻
ま
れ
た
。

本
書
は
十
章
か
ら
な
り
、
前
半
は
雄
寧
の
生
涯
を
区
分
し
て
資
料
を

交
え
て
記
述
さ
れ
、
後
半
は
日
本
医
事
新
誌
の
刊
行
事
情
、
太
田
家
の

系
譜
、
雄
寧
の
著
書
な
ど
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
一
読

し
、
筆
者
な
り
に
関
心
を
深
め
た
一
、
二
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
著
者

が
雄
寧
の
米
国
留
学
中
（
明
治
六
年
）
の
肖
像
入
り
絵
葉
書
を
所
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ
機
会
を
み
て
拝
見
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
創
刊
号
の
表
紙
に
は
「
黒
十
字
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お

り
、
雄
寧
は
赤
十
字
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
米
国
留
学
中
に
知
っ
て
活

用
し
た
も
の
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
以
前
よ
り
日
本
に
お
け
る

赤
十
字
マ
ー
ク
の
使
用
由
来
に
つ
き
関
心
が
あ
り
、
検
索
の
結
果
明
治

五
年
十
一
月
発
行
の
京
都
療
病
院
新
聞
第
一
号
に
病
院
旗
に
黒
十
字
を

使
用
す
る
記
述
を
知
っ
て
お
り
、
日
本
医
事
新
誌
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
と

と
も
に
覚
書
と
し
て
留
め
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
本
書
に
収
載
さ
れ
て

い
る
写
真
に
松
本
良
順
と
蘭
晴
舎
の
塾
生
、
松
本
良
順
の
還
暦
祝
賀
会

と
日
本
医
学
界
の
指
導
者
達
、
太
田
雄
寧
の
小
照
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

大
変
鮮
明
で
著
者
の
許
可
を
得
て
活
用
さ
れ
う
る
貴
重
な
資
料
で
あ

ワ
（
》
Ｏ

雄
寧
は
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
が
、
多
数
の
著
書
を
遺
し
て
い
る
。
薬

物
鑑
法
（
明
治
八
年
）
、
新
訂
各
国
薬
量
一
覧
、
独
米
局
方
一
覧
、
原
素

一
覧
、
袖
珍
分
量
考
、
薬
舗
心
得
草
、
温
泉
論
、
新
式
化
学
、
看
護
心

得
、
民
間
四
季
養
生
心
得
、
獣
類
薬
物
学
及
獣
類
薬
法
書
、
薬
物
学
大

意
、
儒
門
医
学
な
ど
で
米
国
留
学
の
目
的
が
窺
わ
れ
る
。

『
医
学
の
歴
史
』

二
○
○
三
年
秋
に
講
談
社
学
術
文
庫
の
一
冊
と
し
て
世
に
出
た
（
奥

付
で
の
刊
行
日
は
九
月
一
○
日
）
こ
の
注
目
す
べ
き
著
作
に
つ
い
て
、

著
者
自
身
は
何
も
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
み
ず
か

ら
は
〈
序
文
〉
も
〈
あ
と
が
き
〉
も
書
く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
、
い
ま
私
た
ち
が
手
に
す
る
本
の
巻
頭
に
は
順

天
堂
大
学
・
医
史
学
の
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
〈
推
薦
の
こ
と
ば
〉
（
以
下
で

は
仮
に
①
と
呼
ば
せ
て
頂
く
）
が
、
巻
末
に
は
さ
ら
に
東
京
医
科
歯
科

大
学
教
養
部
の
佐
々
木
武
教
授
の
〈
解
説
に
か
え
て
ｌ
思
想
史
研
究
者

の
立
場
か
ら
〉
と
い
う
文
章
（
以
下
で
は
仮
に
②
）
と
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
医
学
部
長
で
病
理
学
の
広
川
勝
星
教
授
の
〈
あ
と
が
き
〉
（
以
下

で
は
仮
に
③
）
が
加
わ
っ
て
い
る
。
①
と
③
は
○
三
年
七
月
と
い
う
日

付
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
文
章
は
こ
の
著
作
の
成
立
に
っ

〔
雄
寧
会
、
東
京
都
板
橋
区
常
盤
台
四
’
三
二
’
二
、
電
話
○
三
’
三
九

三
七
’
九
九
三
五
、
平
成
十
五
年
八
月
三
十
一
日
、
Ａ
五
判
、
一
五
八

頁
、
非
売
品
〕

本
書
は
東
京
医
事
新
誌
の
創
刊
事
情
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
伝

記
で
あ
る
。
私
家
版
の
非
売
品
で
あ
り
、
著
者
の
好
意
に
甘
え
て
寄
贈

を
お
願
い
し
て
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
薦
め
る
。

（
寺
畑
喜
朔
）

梶
田

I1召

静


